
二　校

　
　
　
　
日
本
道
教
学
会
第
六
十
八
回
大
会
案
内

　

拝
啓　

仲
秋
の
候　

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
会
第
六
十
八
回
大
会
を
来
た
る
十
一
月
十
一
日
（
土
）
に
國
學
院
大
學
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
参
会
の
方
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
票
を
ご
使
用
に
な
り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
十
月
三
十
一
日
（
火
）

ま
で
に
参
加
費
等
を
お
振
込
く
だ
さ
い
。
ま
た
振
替
受
領
証
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

�

敬
具

　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

�

日
本
道
教
学
会　
　
　

会　

長　
　

大
形　
　

徹

�

第
六
十
八
回
大
会
準
備
委
員
長　
　

浅
野　

春
二

会
員
各
位



日 時　間 行　事 会　場
10日
�（金） 16：00〜

� 18：00
全国理事会
合同役員会

國學院大學
院友会館　3階
大会議室

11日
�（土）

9：30〜 受付

学術メディア
センター棟　1階
常磐松ホール

10：00〜
� 10：15 開会式

10：15〜
� 11：45 研究発表

11：45〜
� 13：00

記念撮影
昼食

13：00〜
� 14：30 研究発表

14：40〜
� 16：15

ヤオ族の宗教
文化と道教

16：30〜 総会

18：15〜 懇親会
学術メディア
センター棟　1階
カフェラウンジ
「若木が丘」

○会費
　大会参加費　　2,000円
　懇親会費　　　6,000円　（学生）4,000円

　郵便振替口座　00110-6-265623
　加入者名　　日本道教学会第68回大会準備委員会

＊�出欠葉書は同封しておりませんので、ご参会
の方は事前振込にご協力ください。

○�記念写真（1,500円）は午前の発表が終わり
次第撮影します。場所は当日ご案内します。

○昼食
　�弁当（1,000円）をご注文いただくか、学内の
食堂、周辺の飲食店などをご利用ください。



二　校

第
六
十
八
回
大
会
日
程
次
第

受
付
（
九
時
半
）

午
前
の
部

　

開
会
式
（
十
時
〜
十
時
十
五
分
）	

挨
拶	

日
本
道
教
学
会
会
長	

大
形　
　

徹

	

　
　
　

國
學
院
大
學
学
長	

赤
井　

益
久

研
究
発
表
（
十
時
十
五
分
〜
十
一
時
四
十
五
分
）

　
『
抱
朴
子
』
所
見
呪
語
の
遡
及
的
考
察		



名
和　

敏
光	

（
山
梨
県
立
大
学
）

	

司
会　

武
田　

時
昌	

（
京
都
大
学
）

　

中
国
中
世
道
教
に
お
け
る
「
三
清
」
の
信
仰
体
系
の
成
立
に
つ
い
て		



李　
　

龢
書	

（
東
京
大
学
）

	

司
会　

山
田　

利
明	

（
東
洋
大
学
）



　

唐
代
に
お
け
る
道
士
の
巡
礼
に
つ
い
て		



土
屋　

昌
明	

（
専
修
大
学
）

	

司
会	

山
田　
　

俊	

（
熊
本
県
立
大
学
）

休
憩
（
十
一
時
四
十
五
分
〜
十
三
時
）

記
念
写
真
撮
影　

昼
食

午
後
の
部

研
究
発
表
（
十
三
時
〜
十
四
時
半
）

　

明
嘉
靖
帝
に
仕
え
た
道
士
た
ち		



李　
　
　

強	

（
大
阪
物
療
大
学
）

	

司
会　

鈴
木　

健
郎	

（
専
修
大
学
）

　

明
代
士
人
の
龍
脈
説		



薄
井　

俊
二	

（
埼
玉
大
学
）

	

司
会　

水
野　

杏
紀	

（
関
西
医
療
大
学
）



二　校

　

明
清
道
教
的
“
地
方
性
”
─
以
山
西

中
心
─		



劉　
　

雄
峯	

（
四
川
省
社
会
科
学
院
）

	

司
会　

二
階
堂
善
弘	

（
関
西
大
学
）

ヤ
オ
族
の
宗
教
文
化
と
道
教
（
十
四
時
四
十
分
〜
十
六
時
十
五
分
）

	

司
会	

浅
野　

春
二	

（
國
學
院
大
學
）

　

ヤ
オ
族
の
宗
教
か
ら
見
る
道
教
・
法
教		



丸
山　
　

宏	

（
筑
波
大
学
）

　

ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
儀
礼
に
お
け
る
水
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　

─
中
国
藍
山
県
湘
藍
村
還
家
願
儀
礼
を
事
例
と
し
て
─		



廣
田　

律
子	

（
神
奈
川
大
学
）

　

相
補
展
開

：

タ
イ
北
部
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
に
お
け
る
新
し
い
宗
教
現
象
の
伝
承
的
基
盤

		


吉
野　
　

晃	

（
東
京
学
芸
大
学
）

総
　
会
（
十
六
時
半
〜
十
八
時
）

懇
親
会
（
十
八
時
十
五
分
〜
二
十
時
十
五
分
）
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研
究
発
表
要
旨

『
抱
朴
子
』
所
見
呪
語
の
遡
及
的
考
察

�

山
梨
県
立
大
学　
　

名
和　

敏
光

　
『
抱
朴
子
』
登
渉
篇
に
、
呪
語
の
用
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
「
又
（『
遁
甲
中
經
』）
曰
、
往
山
林
中
、
當
以
左
手
取
青
龍

上
草
、
折
半
置
逢
星
下
、
歷
明
堂
入
太
陰
中
、
禹
歩
而
行
、
三
呪
曰
、
諾

、
太
陰
將
軍
、
獨
開
曾
孫
王
甲
、
勿
開
外
人
。
使
人
見
甲
者
、

以
爲
束
薪
。
不
見
甲
者
、
以
爲
非
人
。
則
折
所
持
之
草
置
地
上
、
左
手
取
土
以
傅
鼻
人
中
、
右
手
持
草
自
蔽
、
左
手
著
前
、
禹
歩
而
行
、
到

六
癸
下
、
閉
氣
而
住
、
人
鬼
不
能
見
也
」（
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
（
増
訂
本
）』、
中
華
書
局
、
1
9
8
5
年
、
3
0
2
頁
）
と
あ
る
。
呪
文
の

冒
頭
の
「
諾

」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
解
な
論
証
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
解
釈
は
諸
説
あ
る
。
例
え
ば
、
和
刻
本
で
は
「
諾

太
陰
將

軍
獨
り
聞
け
」（
明
治
、
積
玉
圃
後
印
本
）、
石
島
快
隆
氏
は
「
諾
（
だ
く
）

（
か
う
）
大
陰
將
軍
獨
り
開
け
」（『
抱
朴
子
』、
岩
波
文
庫
、

1
9
4
2
年
、
2
9
7
頁
）、
本
田
濟
氏
は
「
諾
（
は
い
）。

（
あ
あ
）。
大
陰
將
軍
（
太
歳
神
の
皇
后
。
子
年
戌
に
お
り
十
二
辰
を
順
行
）
よ
。

獨
り
曾
孫
王
甲
に
の
み
開
き
、
…
…
」（『
抱
朴
子
内
篇
』、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
1
9
9
0
年
、
3
5
5
頁
）
と
訓
読
す
る
。
ま
た
、
王
明
氏
は
「
諾

、
太
陰
神
名
」（
同
上
、
3
1
7
頁
、
注
〔
25
〕）
と
し
、『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
道
教
語
。
太
陰
神
名
」（
第
11
冊
、
2
7
4
頁
）、『
故
訓
彙
纂
』

は
「
〜
皋
、
乃
太
陰
之
名
。
太
陰
者
、
乃
隱
形
之
神
」（
商
務
印
書
館
、
2
0
0
7
年
、
2
1
2
9
頁
）
と
す
る
。
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「
諾
皋
」
の
用
語
に
つ
い
て
、
北
宋
の
姚
寬
『
西
溪
叢
語
』
卷
上
が
引
く
『
談
助
』
に
「
靈
奇
秘
要
辟
兵
法
、「
正
月
上
寅
日
月
、
禹
步
、

取
寄
生
木
三
、
呪
曰
、「
喏

敢
告
日
月
震
雷
、
令
人
無
敢
見
我
、
我
爲
大
帝
使
者
」。
乃
斷
取
五
寸
、
陰
乾
百
日
、
爲
簪
二
七
、
循
頭
還
着

人
中
、
人
不
見
」」（
中
華
書
局
、
1
9
9
3
年
、
26
頁
）
と
あ
り
、「
喏

敢
告
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
秦
・
漢
の
呪
語
に
は
漢
代
の
行
政
文
書
中
に
見
ら
れ
る
用
語
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
大
庭
脩
氏
は
「
た
だ
し
、「
如
律
令
」
の
み
は
、
一
般
的
な
表
現
だ
か
ら
、
先
行
す
る
も
の
が
律
令
だ
と
は
言
え
な
い
。

そ
う
い
う
「
如
律
令
」
の
一
般
的
な
性
格
が
、
や
が
て
は
「
急
々
如
律
令
」
と
い
う
呪
符
の
文
句
に
残
る
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

る
（『
漢
簡
研
究
』、
同
朋
舎
出
版
、
1
9
9
2
年
、
7
頁
）。
同
様
の
見
地
に
立
て
ば
、
呪
語
に
見
え
る
「
敢
告
」
の
語
法
に
つ
い
て
も
、
漢
代

の
行
政
文
書
中
に
お
い
て
受
信
者
に
対
す
る
謙
譲
を
表
す
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（『
漢
簡
語
彙
中
国
古
代
木
簡
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
2
0
1
5
年
、

65
－
66
頁
）。
呪
語
に
お
い
て
、
呼
び
か
け
の
相
手
に
対
す
る
謙
譲
意
識
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
神
霊
に
希
求
す
る
発
語
に
関
わ
る
表
現
で

あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　

近
年
の
出
土
簡
帛
に
お
い
て
、
睡
虎
地
秦
簡
等
の
日
書
、
馬
王
堆
出
土
医
書
、
養
生
書
に
は
、
呪
語
の
用
例
を
少
な
か
ら
ず
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
秦
・
漢
の
行
政
関
連
文
書
（
居
延
新
簡
、
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
等
）
を
手
が
か
り
と
す
れ
ば
、
当
時
の
社
会
生
活
に

お
け
る
用
語
法
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
報
告
で
は
、
呪
語
に
遡
及
的
な
考
察
を
繰

り
広
げ
、
社
会
的
、
思
想
的
背
景
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呪
語
の
構
造
的
把
握
を
試
み
、「
諾
皋
」「
喏

」
の
文
義
や
用
法
に
つ
い

て
私
見
を
陳
述
し
た
い
。
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中
国
中
世
道
教
に
お
け
る
「
三
清
」
の
信
仰
体
系
の
成
立
に
つ
い
て

�

東
京
大
学　
　

李　
　

龢
書

　

三
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
道
教
の
教
理
は
大
き
く
発
展
し
た
と
共
に
、
信
仰
の
核
心
と
な
る
至
尊
神
の
体
系
は
老

君
か
ら
天
尊
へ
と
変
化
し
、
後
に
「
三
清
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
至
尊
神
の
構
成
へ
と
徐
々
に
形
成
し
て
い
く
。
そ
の
影
響
を
受
け
、

現
在
に
至
っ
て
も
中
国
や
台
湾
の
道
観
に
は
「
三
清
」
と
称
す
る
殿
宇
が
よ
く
見
ら
れ
る
。「
三
清
」
は
玉
清
元
始
天
尊
・
上
清
霊
宝
天
尊
・

太
清
道
徳
天
尊
と
い
う
構
成
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
南
朝
梁
代
の
高
道
で
あ
る
陶
弘
景
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
洞
玄
霊
宝

真
霊
位
業
図
』
に
見
え
る
至
尊
神
の
図
式
は
、
元
始
天
尊
・
大
道
君
・
金
闕
帝
君
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
代
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
『
洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
は
、「
造
像
品
」
で
元
始
天
尊
・
玉
晨
大
道
・
高
上
老
子
を
道
教
の
至
尊
神
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

中
世
道
教
に
お
い
て
元
始
天
尊
以
外
の
至
尊
神
の
構
成
は
、
経
典
と
時
代
に
よ
っ
て
常
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
何
時
「
三

清
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
道
教
の
至
尊
神
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
「
三
清
」
の
神
霊
が
居
る
「
三
清
境
」
に
も
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
道
教
事
典
』（
平
河
出
版
社
、

1
9
9
4
年
）
で
は
「
三
清
は
ま
た
三
洞
に
配
さ
れ
、
玉
清
は
洞
真
、
上
清
は
洞
玄
、
太
清
は
洞
神
の
教
主
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
を
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説
い
た
、
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
道
蔵
』
洞
真
部
は
玉
清
君
（
天
宝
君
）、
洞
玄
部
は
上
清
君
（
霊
宝
君
）、
洞
真
部
は
太
清
君
（
神
宝
君
）

の
所
説
で
あ
る
」（
頁
2
1
3
）
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
正
し
い
理
解
だ
と
す
れ
ば
、
洞
真
部
を
説
く
べ
き
上
清
君
と
、
洞
玄
部
を
説

く
べ
き
玉
清
君
は
、
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
洞
玄
と
洞
真
を
説
く
教
主
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
『
道
教
事
典
』
の
「
三

清
」
に
対
す
る
理
解
は
、
学
界
で
は
常
識
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
認
識
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
部
の
出
土
資
料
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
五
世
紀
初
期
の
南
朝
の
道
教
信
者
の
間
で
は
太
上
老
君
の
み
を
至
尊
神
と
し
た
現
象
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
劉
昭
瑞
氏
の
『
考
古
發
現
與
早
期
道
教
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
2
0
0
7
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
劉

氏
の
説
に
よ
る
と
、
至
尊
神
の
称
号
と
明
記
さ
れ
た
墓
券
が
五
枚
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
至
尊
神
は
い
ず
れ
も
「
太
上
老
君
」
と
な
っ
て
お
り
、

紀
年
が
最
も
早
い
の
は
劉
宋
の
文
帝
の
元
嘉
十
年
（
4
3
3
年
）
で
あ
り
、
最
も
遅
い
の
は
梁
の
武
帝
の
普
通
元
年
（
5
2
0
年
）
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
を
糸
口
に
し
て
、
中
世
道
教
に
お
け
る
至
尊
神
の
信
仰
体
系
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
文
献
資
料
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
造

像
記
及
び
墓
券
な
ど
の
出
土
資
料
に
現
れ
た
道
教
神
霊
の
記
録
を
も
合
わ
せ
て
検
証
す
れ
ば
、
中
世
道
教
の
至
尊
神
の
信
仰
体
系
の
成
立
過

程
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
は
、
前
述
し
た
問
題
提
起
と
研
究
手
法
に
基
づ
い
て
、
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま

で
の
中
国
道
教
に
お
け
る
至
尊
神
で
あ
る
「
三
清
」
の
信
仰
体
系
の
形
成
及
び
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
分
析
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
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唐
代
に
お
け
る
道
士
の
巡
礼
に
つ
い
て

�

専
修
大
学　
　

土
屋　

昌
明

　

道
教
の
聖
地
と
巡
礼
を
検
討
す
る
本
研
究
は
、
信
仰
や
宗
教
実
践
の
「
場
」
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
よ
う
な
社
会

史
的
な
研
究
と
し
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
日
本
の
中
国
研
究
に
お
け
る
こ
の
状
況
は
、

日
本
宗
教
史
研
究
で
、
い
わ
ゆ
る
四
国
遍
路
や
立
山
巡
礼
の
問
題
な
ど
、
聖
地
と
巡
礼
の
問
題
が
少
な
か
ら
ず
研
究
さ
れ
て
い
る

の
に
く
ら
べ
て
も
、
驚
く
ほ
ど
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
道
教
史
と
し
て
興
味
深
い
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
仏
教

徒
の
聖
地
と
巡
礼
に
つ
い
て
の
思
考
や
行
動
と
の
対
照
研
究
な
い
し
影
響
関
係
や
、
日
本
宗
教
史
と
の
対
照
研
究
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究
な
ど
に
展
望
で
き
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
唐
代
の
道
教
徒
が
ど
の
よ
う
な
聖
地
と
巡
礼
を
持
ち
実
践
し
て
い
た
か
、
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
た
い
。

こ
の
問
題
が
あ
ま
り
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
方
面
の
資
料
が
乏
し
い
と
い
う
点
も
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
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石
碑
や
出
土
墓
誌
を
中
心
に
す
る
。
検
討
に
よ
れ
ば
、
唐
代
に
は
、
道
教
の
聖
地
を
巡
礼
す
る
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
彼

ら
に
と
っ
て
道
教
の
聖
地
と
は
、
著
名
な
地
仙
が
棲
む
洞
天
で
あ
り
、
優
れ
た
道
士
の
道
観
が
あ
る
名
山
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
そ

こ
に
巡
礼
す
る
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
契
機
と
目
的
が
あ
っ
た
。
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明
嘉
靖
帝
に
仕
え
た
道
士
た
ち

�

大
阪
物
療
大
学　
　

李　
　
　

強

　

明
、
第
十
一
代
嘉
靖
帝
（
朱
厚

一
五
〇
七
〜
一
五
六
六
）
は
開
国
一
百
五
十
四
年
に
皇
帝
と
な
り
、
在
位
は
一
五
二
一
〜
一
五
六
六
の
四
十

四
年
間
で
あ
っ
た
。

　
「
壬
寅
宮
變
」（
一
五
四
二
）
は
嘉
靖
帝
暗
殺
未
遂
事
件
で
あ
っ
た
。「
宮
婢
の
變
」
と
も
呼
ば
れ
る
（『
明
史
』
世
宗
本
紀
、『
明
實
錄
』
世
宗

肅
皇
帝
實
錄
、
程
志
強
：「
明
世
宗
崇
道
研
究
」、『
南
京
暁
荘
学
院
学
報
』
2
0
0
2
年
第
1
期
、
pp. 

71
－
75
、
黄
偉
波
「
壬
寅
宮
變
與
嘉
靖
皇

帝
之
崇
奉
方
術
」、『
湘
潮
』
2
0
1
1
年
第
10
期
、
pp. 

7
－
8
）。
翊
坤
宮
に
て
、
嘉
靖
帝
が
同
室
し
た
曹
端
妃
の
房
に
楊
金
英
ら
計
十
六
名
の

宮
婢
が
乱
入
し
、
嘉
靖
帝
を
絞
殺
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
は
方
皇
后
が
知
っ
て
救
駕
し
、
主
犯
の
王
寧
嬪
、
宮
女
た
ち
、
曹
端
妃
は
凌
遅
刑

に
処
さ
れ
た
。
嘉
靖
帝
は
初
潮
を
迎
え
た
ば
か
り
の
幼
い
宮
女
の
経
血
を
用
い
た
仙
丹
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
恐
怖
を
抱
い
た
宮
女
た

ち
が
示
し
合
わ
せ
て
暗
殺
を
謀
る
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
二
○
年
間
、
嘉
靖
帝
は
西
苑
か
ら
出
駕
し
な
く
な
り
、
日
々
ま
す
ま
す
道

教
を
崇
拝
し
、
上
朝
問
政
さ
え
も
し
な
か
っ
た
。

　

朝
廷
は
す
べ
て
内
閣
首
輔
、
厳
嵩
（
一
四
八
○
〜
一
五
六
七
）
が
独
断
専
行
し
た
。
そ
の
間
、
陶
仲
文
、
邵
元
節
、
陶
倣
、
陶
世
恩
、
劉
文
彬
、

段
朝
用
、
龔
可
佩
、
藍
道
行
、
王
金
、
胡
大
順
、
藍
田
玉
な
ど
寵
幸
さ
れ
た
道
士
た
ち
は
宮
中
に
斎
場
を
設
け
、
祈
祷
・
祭
祀
な
ど
道
教
儀
式
を
行
っ

た
。
か
れ
ら
は
内
閣
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
職
に
任
命
さ
れ
た
。
少
師
（
邵
元
節
、
陶
仲
文
）、
少
傅
・
少
保
（
陶
仲
文
）、
礼
部
尚
書
（
陶
仲
文
、
邵
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元
節
）、
太
常
寺
卿
（
陶
世
恩
）、
劉
文
彬
（
太
常
博
士
）、
太
醫
院
使
（
陶
倣
）
な
ど
で
あ
る
（
同
列
傳
第
一
百
九
十
五
、
佞
幸
、
大
形
徹
：「
丹

毒
で
命
を
落
と
し
た
人
び
と
」、『
し
に
か
』
1
9
9
5
年
第
11
号
、
pp. 

50
－
57
）。
世
の
中
は
「
吏
貪
官
横
、
民
不
聊
生
、
水
旱
無
時
、
盗
賊
滋
熾
」

（『
直
言
天
下
第
一
事
疏
』
／
海
瑞
）
と
な
っ
た
。

　

沈
徳
符
『
萬
暦
野
獲
編
』
巻
十
八
に
は
、「
壬
寅
年
、
方
士
邵
元
節
甫
死
、
陶
仲
文
繼
之
。
二
人
俱
掛
大
宗
伯
銜
、
所
進
則
紅
鉛
、
並
含
真
餅
子
、

乃
嬰
兒
初
生
口
中
血
。
醫
家
以
為
父
母
胎
毒
痘
殤
、
多
本
於
此
、
不
知
當
時
何
以
稱
上
藥
」「
至
末
年
而
王
金
輩
進
燥
熱
之
藥
、
至
損
聖
躬
」
と

み
え
る
。
李
時
珍
（
一
五
一
八
〜
一
五
九
三
）
は
「
月
經
（『
素
問
』）、
天
癸
（『
素
問
』）
紅
鉛
。
時
珍
曰
：
女
子
、
陰
類
也
、
以
血
為
主
」「
今

有
方
士
邪
術
、
鼓
弄
愚
人
、
以
法
取
童
女
初
行
經
水
服
食
、
謂
之
先
天
紅
鉛
、
巧
立
名
色
、
多
方
配
合
、
謂
『
參
同
契
』
之
金
華
、『
悟
真
篇
』

之
首
經
、
皆
此
物
也
。
愚
人
信
之
、
吞
咽
穢
滓
、
以
為
秘
方
、
往
往
發
出
丹
疹
、
殊
可
嘆
惡
」（『
本
草
綱
目
』
人
部
巻
五
十
二
）
と
批
判
し
て
い
る
。

　

筆
者
に
は
前
出
し
た
道
士
王
金
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
が
あ
っ
た
（
李
強
：「
明
代
真
偽
御
医
王
金
考
」、『
人
文
学
論
集
』
2
0
1
2
年
第
30
集
、

pp. 

2
0
3
－
2
1
5
）。
明
代
道
教
第
一
山
の
終
南
山
出
身
で
国
子
生
の
時
に
殺
人
を
犯
し
た
が
、
知
県
陰
應
麟
の
助
け
に
よ
り
都
へ
逃
げ
た
。

そ
こ
で
通
政
使
趙
文
華
の
所
に
身
を
隠
し
、「
百
華
仙
酒
」
を
嘉
靖
帝
に
献
上
し
た
。
さ
ら
に
嘉
靖
四
十
一
（
一
五
六
二
）
年
、
帝
に
長
寿
不
老

の
意
を
込
め
た
五
色
龜
と
靈
芝
を
献
上
し
、
太
醫
院
御
醫
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
同
列
傳
第
一
百
九
十
六
、
奸
臣
）。『
開
封
府
志
』
に
よ
れ
ば
太
常
卿

に
ま
で
登
り
詰
め
た
と
い
う
。
本
発
表
は
先
行
研
究
を
鑑
、
道
士
王
金
に
関
す
る
議
論
が
十
分
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
数
点
を
絞
っ
て
言
及
し
た
い
。

　

一
方
、
隆
慶
帝
（
朱
載
垕
）（
在
位
一
五
六
七
〜
一
五
七
二
）
の
時
代
と
な
り
、
隆
慶
五
年
に
嘉
靖
帝
に
仕
え
た
方
士
を
罰
す
る
詔
を
下
し
、

壇
醮
の
建
設
を
廃
止
し
、
皇
家
の
煉
丹
所
を
閉
鎖
し
た
。
ま
た
方
士
の
温
床
と
な
っ
た
太
醫
院
が
十
三
科
目
か
ら
十
一
科
目
に
改
制
さ
れ
、
按
摩
科
・

祝
由
科
を
廃
止
し
、
御
醫
（
道
士
）
を
追
放
し
た
。「
醫
術
十
一
科
」
に
改
制
し
た
真
意
は
御
醫
（
道
士
）
を
追
放
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
（
李
強
：「
明
代
隆
慶
五
年
廃
止
太
醫
院
按
摩
科
的
原
因
探
析
」、『
中
華
醫
史
雑
誌
』
2
0
1
2
年
第
1
期
、
pp. 

3
－
7
）。
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明
代
士
人
の
龍
脈
説

�

埼
玉
大
学　
　

薄
井　

俊
二

　

中
国
の
大
地
を
、
西
か
ら
東
へ
と
「
気
」
の
基
幹
的
な
脈
が
流
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
支
脈
が
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
「
龍
脈
」

の
考
え
は
、
い
わ
ゆ
る
堪
輿
家
の
説
と
し
て
、
術
数
の
世
界
で
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
堪
輿
家
の
範

疇
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
士
人
達
の
中
に
も
、
中
国
の
大
地
を
捉
え
る
際
に
、「
龍
脈
」
の
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
る

も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

明
代
後
期
の
王
士
性
（
一
五
四
七
〜
一
五
九
八
）
は
、
広
西
参
議
や
鴻
臚
寺
少
卿
と
い
っ
た
諸
官
を
歴
任
し
た
儒
教
的
知
識
人
で

あ
る
が
、「
広
游
志
」
と
い
う
地
理
的
な
小
論
の
中
に
「
地
脈
」
の
項
を
設
け
、
三
大
龍
脈
説
を
紹
介
し
、
龍
脈
の
盛
衰
と
王
朝

の
盛
衰
と
が
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
王
士
性
の
「
広
志
繹
」
と
い
う
著
述
の
中
に
も
、
龍
脈
説
や
堪
輿
家

言
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
、
地
理
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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ま
た
徐
弘
祖
（
一
五
八
六
〜
一
六
四
一
）
は
、
科
挙
に
は
応
じ
ず
、
生
涯
在
野
の
人
で
あ
っ
た
が
、
黄
道
周
・
銭
謙
益
・
陳
継
儒

な
ど
と
い
っ
た
、
当
時
の
一
級
の
名
士
・
文
人
達
と
深
い
交
わ
り
を
持
っ
た
知
識
人
で
あ
る
。
彼
の
晩
年
の
小
論
「
溯
江
紀
源
」

で
は
、
簡
略
な
が
ら
も
や
は
り
、
三
大
龍
脈
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
生
涯
を
掛
け
た
旅
行
記
録
で
あ
る
「
徐
霞

客
游
記
」
の
中
で
も
、
随
所
で
「
龍
脈
」
や
「
地
脈
」
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
士
人
達
の
「
龍
脈
説
」
を
検
討
し
、
そ
れ
が
堪
輿
家
が
説
く
も
の
と
ど
う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
の

か
に
つ
い
て
、
試
論
を
行
い
た
い
。
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明
清
道
教
的  

”地
方
性
“
︱
以
山
西
为
中
心
︱

�

四
川
省
社
会
科
学
院
　
　
劉
　
　
雄
峯

　
　
提
及
道
教
，
人
们
自
然
而
然
会
想
到
其
正
一
（
天
师
）
、
全
真
二
宗
。
它
们
（
二
宗
）
虽
然
诞
生
时
间
不
同
，
在
历
史
上
的
发

展
亦
相
异
，
但
最
终
却
成
为
了
各
据
道
教
之
”半
壁
江
山
“
的
宗
派
。
及
至
明
清
时
期
，
经
历
了
所
谓
”新
天
师
道
“（
寇
谦
之
）
、

开
凿
龙
山
石
窟
和
《
玄
都
宝
藏
》
的
编
纂
以
及
纯
阳
万
寿
宫
（
永
乐
宫
）
的
修
建
等
（
宋
德
芳
）
的
山
西
道
教
，
其
发
展
已
不
再
呈

现
往
日
的
”大
红
大
紫
“
，
而
是
在
传
播
方
式
、
宗
派
整
合
、
以
及
修
习
内
容
上
，
体
现
出
了
鲜
明
的
”地
方
性
“
。

　
　
首
先
，
位
于
陕
西
北
部
的
著
名
道
观——

白
云
观
，
乃
由
从
山
西
石
盘
山
（
石
楼
）
而
来
之
全
真
道
士
李
玉
凤
于
明
代
所
创
建
，

而
后
又
传
教
于
山
西
西
北
部
的
岱
岳
殿
（
河
曲
）
，
但
其
全
真
道
教
的
修
习
方
式
和
内
容
却
渐
渐
发
生
了
变
化
（
背
离
）
；
其
次
，

创
建
于
明
代
的
石
盘
山
玄
天
上
帝
庙
（
汾
阳
）
，
则
是
由
全
真
道
士
驻
守
的
同
时
，
对
周
边
的
其
他
真
大
道
的
庙
观
进
行
了
整
合
而
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形
成
了
融
合
了
真
大
道
教
之
内
容
的
全
真
道
；
最
后
，
在
曾
经
是
”新
天
师
道
“
十
分
繁
盛
之
大
同
一
带
，
其
道
观
的
性
质
则
体

现
出
既
具
有
正
一
（
道
）
的
内
容
，
又
有
着
全
真
道
的
传
承
体
系
的
特
征
。

　
　
于
此
，本
稿
通
过
对
在
上
述
山
西
之
相
关
地
区
的
田
野
调
查
说
的
之
碑
刻
和
相
关
史
志
资
料
的
解
读
，指
出
了
明
清
时
期
山
西
道

教
的
”地
方
性
“
特
色
，
从
而
来
厘
清
道
教
于
山
西
地
区
之
传
播
和
发
展
的
历
史
轨
迹
。
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ヤ
オ
族
の
宗
教
文
化
と
道
教

ヤ
オ
族
の
宗
教
か
ら
見
る
道
教
・
法
教

�

筑
波
大
学　
　

丸
山　
　

宏

　

本
報
告
は
、
近
年
進
展
し
て
い
る
中
国
南
部
の
道
教
・
法
教
の
儀
礼
研
究
の
動
向
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
道
教
と
法
教
の
関
係
を
、

ヤ
オ
（
ミ
エ
ン
）
族
の
宗
教
の
研
究
成
果
か
ら
あ
ら
た
め
て
把
握
し
直
す
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
道
教
と
法
教
に
つ
い
て
、
既
往
の
研
究
成
果
の
あ
ら
ま
し
を
提
示
す
る
。
道
教
は
、
道
士
が
道
を
崇
め
道
と
一
体
化
す
る

こ
と
を
究
極
の
根
拠
に
し
つ
つ
、
宇
宙
的
な
次
元
で
の
問
題
解
決
を
は
か
り
、
文
官
と
し
て
の
道
士
が
古
典
語
で
書
か
れ
た
科
儀

書
と
文
書
を
駆
使
す
る
。
地
域
限
定
の
伝
統
と
い
う
よ
り
は
、
天
師
道
（
正
一
）、
霊
宝
な
ど
は
普
遍
性
の
程
度
が
高
く
、
籙
の
制

度
や
朝
科
の
発
炉
・
復
炉
、
常
用
の
経
懺
な
ど
を
共
有
す
る
面
が
あ
る
。
法
教
（
師
教
、
場
合
に
よ
り
巫
教
）
は
、
法
師
（
師
公
）

が
武
神
で
あ
る
兵
将
を
指
揮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
や
神
の
故
事
を
白
話
で
叙
述
す
る
呪
歌
を
多
用
し
、
手
訣
や
歩
罡
な
ど
身
体

所
作
が
豊
富
で
あ
り
、
駆
邪
・
治
病
を
お
こ
な
い
、
許
願
と
還
願
の
枠
組
み
に
よ
る
祭
祀
活
動
を
に
な
う
。
法
教
に
は
、
閭
山
教
、
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梅
山
教
、
淮
南
教
な
ど
が
あ
り
広
域
な
地
域
分
布
を
示
す
。
ま
た
法
教
は
民
間
の
密
教
的
な
伝
統
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
仏

教
と
よ
り
深
く
関
係
す
る
普
庵
教
、
瑜
珈
教
が
存
在
す
る
。

　

実
際
は
、
以
上
の
よ
う
に
簡
単
に
二
分
で
き
な
い
様
相
が
広
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
道
教
と
法
教
は
、
双
方
の
う
ち
の
ど

ち
ら
か
一
方
が
主
体
に
な
っ
て
、
相
手
方
の
内
容
を
相
互
に
利
用
し
た
り
変
形
し
た
り
す
る
包
摂
的
な
関
係
が
あ
る
一
方
で
、
緊

張
感
の
あ
る
拒
絶
、
批
判
、
攻
撃
や
序
列
化
の
表
明
な
ど
の
対
立
的
な
関
係
も
あ
る
。
特
定
の
時
代
の
地
域
社
会
、
民
族
集
団
な

ど
に
お
い
て
必
然
や
偶
然
の
契
機
に
よ
り
、
多
く
の
宗
教
者
が
、
あ
る
い
は
個
別
の
宗
教
者
が
、
ど
ち
ら
を
ど
の
順
番
で
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
て
学
び
、
伝
統
形
式
の
要
因
と
し
、
ま
た
創
造
的
組
み
合
わ
せ
と
し
て
提
起
し
た
の
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

考
え
る
た
め
の
史
料
と
し
て
は
、『
道
蔵
』
の
儀
礼
文
献
の
道
法
の
部
分
が
法
教
的
な
内
容
を
表
す
と
い
え
る
け
れ
ど
も
、
近
年

の
調
査
に
よ
り
法
教
の
史
料
、
道
教
と
法
教
の
関
係
を
示
す
史
料
は
、
民
間
に
大
量
に
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

本
報
告
で
は
近
年
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
た
中
国
湖
南
省
藍
山
県
の
事
例
、
お
よ
び
関
連
す
る
儀
礼
文
献
に
基
づ
き
な

が
ら
、
ヤ
オ
族
の
宗
教
に
お
け
る
兵
将
・
兵
馬
に
対
す
る
儀
礼
の
種
類
、
内
容
を
検
討
し
、
先
祖
代
々
が
授
与
さ
れ
た
兵
に
対
す

る
儀
礼
的
関
心
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
隣
接
す
る
湖
南
省
冷
水
江
市
の
漢
族
の
梅
山
元
皇
教
と
の
異
同
に
も
言
及
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
ヤ
オ
族
の
宗
教
的
機
制
の
理
解
を
深
め
た
い
。
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ヤ
オ
族
の
宗
教
文
化
と
道
教

ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
儀
礼
に
お
け
る
水
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
中
国
藍
山
県
湘
藍
村
還
家
願
儀
礼
を
事
例
と
し
て
─

�

神
奈
川
大
学　
　

廣
田　

律
子

　

台
湾
の
道
教
儀
礼
（
紅
頭
道
士
及
び
烏
頭
道
士
の
勅
水
禁
壇
）
に
お
け
る
水
の
使
用
に
つ
い
て
、
山
田
明
広
氏
は
水
は
汚
れ
を
浄
化
す
る
。

噀
水
で
浄
化
し
、
命
令
を
発
す
る
。
五
龍
の
法
水
（
我
水
非
凡
水
、
五
龍
真
炁
之
水
）
に
よ
り
浄
化
す
る
。
五
龍
と
は
東
方
青
帝
青
龍
君
、
南

方
赤
帝
赤
龍
君
、
西
方
白
帝
白
龍
君
、
北
方
黒
帝
黒
龍
君
、
中
央
黄
帝
黄
龍
君
で
あ
る
。
浄
化
の
法
力
を
増
強
さ
せ
る
場
合
、
浄
水
は
五
方

龍
神
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。
浄
化
の
方
法
と
し
て
は
、
五
龍
浄
水
に
よ
り
汚
穢
を
す
す
ぎ
祓
う
作
用
と
九
鳳
の
破
穢
の
力
を
用
い
る
方

法
が
あ
る
。
と
そ
の
使
用
方
法
、
作
成
方
法
、
功
能
、
作
用
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
儀
礼
で
の
水
の
使
用
方
法
、
作
成
方
法
、
功
能
、
作
用
に
つ
い
て
紹
介
し
、
道
教
儀
礼
に
お
け
る
水
の

使
用
方
法
等
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
中
国
の
藍
山
県
で
実
施
さ
れ
た
還
家
願
儀
礼
を
事
例
と
す
る
。

　

儀
礼
項
目
の
う
ち
水
に
よ
り
祭
場
の
浄
化
を
図
ら
れ
る
「
洗
浄
發
角
」
を
取
り
上
げ
る
。
祭
司
が
老
君
訣
（
人
差
し
指
、
中
指
を
折
っ
た
形
）

を
結
ん
だ
左
手
の
上
に
水
の
入
っ
た
碗
（
蓮
花
）
を
載
せ
、
剣
（
楊
柳
枝
）
を
右
手
に
も
ち
、
剣
で
水
に
出
口
令
を
描
き
、
口
誦
を
行
い
、

七
星
罡
歩
を
踏
み
、
勅
水
し
、
吩
水
を
行
う
儀
礼
の
実
践
に
見
ら
れ
る
身
体
表
現
を
説
明
し
、
口
誦
す
る
経
文
を
示
す
。
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経
文
に
は
、
東
方
青
龍
将
軍
、
南
方
赤
龍
将
軍
、
西
方
白
龍
将
軍
、
北
方
黒
龍
将
軍
、
中
央
黄
龍
将
軍
が
も
た
ら
し
た
法
水
で
あ
り
、「
是

水
不
是
非
凡
之
水
」
で
あ
り
、
老
君
功
徳
水
に
変
じ
、
解
穢
す
る
と
見
え
る
。「
是
水
不
是
非
凡
之
水
」
の
文
言
に
つ
い
て
簡
単
に
訳
す
と
、

こ
の
水
は
非
凡
之
水
で
は
な
い
と
直
訳
で
き
る
が
、
こ
れ
は
強
調
表
現
と
考
え
ら
れ
、
た
だ
の
水
で
は
な
い
意
味
と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
続

け
て
訳
す
と
、
天
か
ら
取
っ
て
き
た
雲
露
の
水
で
、
地
中
か
ら
取
っ
て
き
た
九
龍
の
水
で
、
山
中
か
ら
取
っ
て
き
た
楊
柳
の
水
で
、
川
か
ら
取
っ

て
き
た
長
江
の
水
で
、
塘
か
ら
取
っ
て
き
た
魚
を
養
う
水
で
、
東
方
か
ら
取
っ
て
き
た
青
龍
の
水
で
、
南
方
か
ら
取
っ
て
き
た
赤
龍
の
水
で
、

西
方
か
ら
取
っ
て
き
た
白
龍
の
水
で
、
北
方
か
ら
取
っ
て
き
た
黒
龍
の
水
で
、
中
央
か
ら
取
っ
て
き
た
黄
龍
の
水
で
、
碗
の
中
で
変
化
し
、

仏
前
の
老
君
功
徳
の
水
に
変
じ
、
弟
子
に
よ
っ
て
穢
れ
を
払
う
神
水
と
変
じ
る
。
こ
れ
は
金
鶏
が
鳴
か
ず
、
五
龍
が
起
き
ず
、
仙
人
も
起
き
ず
、

玉
女
が
化
粧
を
し
な
い
う
ち
に
取
ら
れ
た
も
の
で
、
千
年
万
年
変
わ
ら
ず
我
師
が
太
上
老
君
の
三
十
七
領
の
兵
を
派
遣
し
て
左
右
を
支
え
、

勅
す
る
こ
と
3
回
、
唐
葛
周
三
将
軍
が
神
水
に
勅
変
し
、
神
水
は
水
碗
（
蓮
花
）
に
あ
り
、
海
水
の
よ
う
で
、
道
法
は
簡
単
に
し
て
、
こ
の

呪
文
で
足
り
る
「
南
辰
貫
北
何
只
用
一
字
〔
雨
漸
耳
〕
掃
退
世
令
魔
速
化
速
変
水
変
速
化
」
吾
、
太
上
老
君
を
奉
じ
急
ぎ
律
令
の
ご
と
く
せ
よ
、

と
あ
る
。

　

こ
の
経
文
は
分
散
移
住
す
る
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
現
役
の
祭
司
が
伝
承
す
る
経
文
と
も
大
筋
一
致
す
る
が
、
3
種
の
異

本
の
文
面
を
示
し
こ
こ
に
見
ら
れ
る
斉
一
性
に
検
討
を
加
え
る
。

　

藍
山
県
の
還
家
願
儀
礼
の
別
の
儀
礼
項
目
、「
掛
三
盞
明
灯
」
及
び
「
昇
五
谷
」
及
び
「
唱
盤
王
大
歌
」
に
お
け
る
勅
水
と
祓
い
清
め
に

つ
い
て
も
身
体
表
現
と
経
文
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
儀
礼
中
に
見
ら
れ
る
水
の
異
な
る
使
用
法
を
示
し
、
そ
の
功
能
作
用
に
つ
い
て
考
察
を

試
み
る
。
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ヤ
オ
族
の
宗
教
文
化
と
道
教

相
補
展
開

：

タ
イ
北
部
ミ
エ
ン（
ヤ
オ
）に
お
け
る
新
し
い
宗
教
現
象
の
伝
承
的
基
盤

�

東
京
学
芸
大
学　
　

吉
野　
　

晃

　

ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
は
中
国
か
ら
大
陸
東
南
ア
ジ
ア
に
掛
け
て
広
く
分
布
す
る
山
地
民
族
で
あ
る
。
山
地
で
焼
畑
耕
作
を
営
み
、
移
動
を
繰

り
返
し
て
タ
イ
ま
で
到
っ
た
。
従
来
「
ヤ
オ
道
教
」Y

aoTaoism

と
言
わ
れ
て
き
た
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
宗
教
に
新
た
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
①
固
定
的
祭
祀
施
設
「
廟
」
の
建
設
、
②
女
性
が
シ
ャ
マ
ン
＝
プ
リ
ー
ス
ト
と
し
て
儀
礼
を
執
行
し
て
い
る
、
③
読
経
で
は
な
く
、

降
神
し
て
歌
を
唱
う
こ
と
で
儀
礼
が
執
行
さ
れ
る
。
こ
の
三
点
で
あ
る
。

　

①
は
、
従
来
焼
畑
耕
作
を
行
っ
て
移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
タ
イ
の
ミ
エ
ン
に
と
っ
て
「
初
め
て
」
の
こ
と
で
あ
る
。
②
は
、
従
来
の
儀

礼
が
専
ら
男
性
祭
司
に
よ
り
執
行
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
女
性
が
シ
ャ
マ
ン
と
な
っ
て
降
神
し
て
儀
礼
を
執
行
す
る
点
が
従
来
に
な
い
新

し
い
現
象
で
あ
る
。
③
の
女
性
シ
ャ
マ
ン
に
よ
る
儀
礼
執
行
は
、
漢
字
テ
キ
ス
ト
を
読
誦
す
る
の
で
は
な
く
、
降
神
し
て
歌
を
唱
う
こ
と
で

唱
え
言
と
し
、
儀
礼
を
執
行
す
る
。
こ
れ
も
従
来
に
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
が
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
県
ム
ア
ン
郡
H
C
P
村
を

始
め
、
タ
イ
北
部
の
ミ
エ
ン
村
落
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
従
来
の
道
教
・
法
教
儀
礼
を
担
う
男
性
祭
司
の
減
少
に
対
応
し
た
現
象
で
あ
る
。
祭
司
の
職
能
を
果
た
す
た
め
に
は
漢
字
学
習
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と
儀
礼
学
習
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
後
継
者
は
殆
ど
い
な
い
。
H
C
P
村
の
盤
王
廟
で
は
治
療
儀
礼
、
招
魂
を
伴
う
強
化
儀

礼
、
降
神
し
た
シ
ャ
マ
ン
へ
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
へ
の
託
宣
な
ど
を
女
性
シ
ャ
マ
ン
が
担
っ
て
き
た
。
H
C
P
村
の
女
性
シ
ャ
マ
ン
は

2
0
1
6
年
時
点
で
30
名
弱
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

で
は
、
男
性
祭
司
が
担
っ
て
き
た
祭
司
機
能
を
女
性
シ
ャ
マ
ン
た
ち
が
代
替
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
部
分
的
に
留
ま
る
。
男
性
祭
司

の
儀
礼
と
女
性
シ
ャ
マ
ン
の
儀
礼
と
の
特
徴
は
、
男
性
／
女
性
、
祭
司
（
降
神
し
な
い
）
／
シ
ャ
マ
ン
（
降
神
す
る
）、
経
文
の
読
誦
に
よ
る

儀
礼
執
行
／
歌
に
よ
る
儀
礼
執
行
、
漢
字
知
識
必
要
／
漢
字
知
識
不
要
、
ミ
エ
ン
儀
礼
語
／
ミ
エ
ン
歌
謡
語
、
道
教
・
法
教
の
神
／
道
教
・

法
教
以
外
の
神
と
い
っ
た
相
補
的
分
布
を
呈
す
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
新
し
い
宗
教
現
象
は
、
従
来
の
男
性
祭
司
に
よ
る
儀
礼
群
が
カ
バ
ー
し

て
い
な
か
っ
た
側
面
を
埋
め
る
形
で
相
補
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
新
た
な
儀
礼
群
の
伝
承
的
基
盤
は
、
道
教
・
法
教
的
儀
礼
群
が
依
拠
す
る
経
典
と
は
異
な
る
。
H
C
P
の
廟
で
祀
ら
れ
る
大
半

の
神
々
の
知
識
は
経
典
で
な
く
口
承
伝
承
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
つ
は
歌
で
あ
り
、
人
や
神
の
物
語
を
述
べ
た
歌
が
こ
れ
ら
の
神
に
つ
い
て
即
興
で
作
ら
れ
唱
わ
れ
て
、
も
の
に
よ
っ
て
は
テ
キ
ス
ト
化
さ

れ
る
。
も
う
一
つ
は
マ
イ
ナ
ー
な
経
典
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
が
「
親
家
礼
書
」
と
い
う
、
婚
礼
を
執
行
す
る
祭
司
が
読
み
上
げ
る
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
道
教
・
法
教
経
典
が
変
更
を
前
提
と
し
な
い
の
に
対
比
し
て
、
変
更
の
余
地
が
比
較
的
あ
り
、
文
言
の
異
な

る
テ
キ
ス
ト
が
幾
つ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
道
教
・
法
教
経
典
で
は
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
テ
キ
ス
ト
も
新
た
な
神
々
へ
の
信
仰
を
支
え
る
伝
承
的

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。



〈所 在 地〉 〒150‒8440
東京都渋谷区東四丁目10‒28

〈交通機関〉 渋谷駅東口方面出口から徒歩約13分、
または、
渋谷駅東口バスターミナル（54番のりば）
より都営バス<学03系統>
「日赤医療センター前」行き
（運賃180円 ※IC175円）

「国学院大学前」下車

ライフ 
商和稲荷 

氷川神社 

常磐松小 

実践女子学園 

青山学院大学 

交番 

広尾小 

サンクス 

渋谷川 
並木橋 
ビル 

山手線・埼京線 
湘南新宿ライン

至 目黒→ 

地下鉄 
表参道駅 

渋谷駅 

恵比寿駅 

都営バス（54番のりば） 
「〈学03〉日赤医療 
センター」行停留所 

都営バス 
「国学院大学前」 

常磐松ホール

國學院大學
院友会館停留所 

井
の
頭
線 

54

高
速

３
号

線
渋

谷
線

國學院大學 
渋谷キャンパス 

渋谷警察署 
三基商事 

セセブンブンイイレレブンブン

金王神社 

川上楽器 

ときわ堂薬局 東交番 

JR渋谷駅 
新南口 

青山学院 
初等部 

クロスタワー 

セブンイレブン 広尾高 

広尾中 

セブンイレブン

ローソン
ファミリー
マート

住友不動産
渋谷ファーストタワー

恵比寿プライムスクエア恵比寿プライムスクエア
プライムスクエアタワープライムスクエアタワー



二　校

切
り
取
っ
て
ご
利
用
下
さ
い

出
張
依
頼
状

　

日
本
道
教
学
会
第
六
十
八
回
大
会
を
、
来
た
る
十
一
月
十
一
日
（
土
）
に
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
貴
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
を

ご
派
遣
い
た
だ
き
た
く
、
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
十
月
五
日

�

日
本
道
教
学
会　
　
　

会　

長　
　

大
形　
　

徹

�

第
六
十
八
回
大
会
準
備
委
員
長　
　

浅
野　

春
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
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